
1994年京大後期理□3  

0,0  qp とし、 ),0(),0,( qQpP とする。 

線分 PQの式は、 pqpyqx  であり、 )1,1( との距離が1であるから 
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R の座標は、Qを中心に P を
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回転させた点に等しい。 ),( qpQP  より 
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qpbqpa  32,32 であるから、 qp, について解くと baqbap  3,3  

①に代入すると 2)23)(23(  baba  ……(答) 

 

 

(注) 

),( ba を原点中心に
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 回転させた点を ),( ba  とすると、
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 であるから、 

求めた関係式に代入すると 
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R は、双曲線  4)13(22)13( 222
 yx を原点中心に
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回転させた曲線上を動く。 


